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読書の“現在地”を見つめる 

秋も深まり読書にふさわしい季節になりました。この「書窓」を読んでいる皆様は、いった

いどのような理由で手に取られたのでしょうか？図書室でふと目に留まったからでしょう

か？それとも、町の公式ＬＩＮＥ配信を見て興味を持ってくださったのでしょうか？もしか

すると光栄にも「書窓」の熱心な愛読者という方もいらっしゃるかもしれません。いずれにし

ても皆様が読書に対して何かしらの関心をお持ちであることは間違いないでしょう。 

さて、周囲を見渡すと、「最近の子どもたちは本を読まないよね」と思っている方や、「スマ

ホやゲームに夢中で、読書に没頭する子どもの姿をあまり見かけなくなったなぁ」と感じて

いる方が多いのではないでしょうか。ところが、実際のところはどうでしょうか。実は、全国

学校図書館協議会が毎年調査している全国の小・中・高等学校の児童生徒の読書状況結果に

よると、2000 年以降、子どもたちの読書量は増加傾向にあります。その背景には、全国的に

広まっている「朝の読書活動」の影響が大きいとされています。豊山町の小中学校でも朝の読

書時間が設けられています。また、生後３カ月の子どもに絵本を贈るファーストブック事業

や親子向けの読み聞かせの開催など、町内でも子どもたちに本を身近にする取り組みが行わ

れています。こうした活動を通して、読書が子どもたちの日常に根付いているのです。 

一方で、社会に出て働くようになると、読書習慣を維持するのは難しくなってしまう大人

たちが多いのも事実です。「仕事が忙しい」「時間がない」といった理由をよく耳にしますが、

それだけが原因ではないようです。『なぜ働いていると本が読めなくなるのか』（著：三宅香

帆）では、社会人の読書離れの背景を独自の視点で分析しています。 

著者は、自分には必要でない情報を「ノイズ」と捉え、読書によって得られる他者の文脈を

受け取る余裕が失われつつあると指摘します。特にインターネットが普及すると効率よく情

報を得ることが重視され、結果として読書の時間や意欲が削られている

と述べています。では、社会人が読書を再び楽しむにはどうすれば良いの

でしょうか。違和感はありますが、著者は、「全身全霊」で働く社会構造

が読書の余裕を奪っているとし、これに対する解決策として「半身社会」

という概念を提案しています。無理なく働きながら、読書を楽しむ余裕を

持てる社会を目指しているのです。 

読書は、単なる情報収集の手段ではなく、心を豊かにし、想像力を広げ

る大切な文化的営みです。子どもたちが読書を楽しんでいる今、大人も改

めて本と向き合い、読書の楽しさを再発見してみてはいかがでしょうか。 

図 書 室 だ よ り 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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